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会  議  顛  末  書 （ 要 旨 ） 

 

 記録者   環境対策Ｇ 課長補佐 富塚健二 

供覧 

部長 課長 ＧＬ 課長補佐 主査・係長 グループ員 

件    名  第２７回放射線対策本部会議 

日    時  令和５年２月７日（火） 午後１１時５０分から午後１２時１０分 

場    所  庁議室 

出 席 者 

 【対策本部】 
萩原市長 /  大古教育長 / 大貫総務部長 / 木村市長公室長 / 岡田福祉部長 / 

坪井健康づくり推進部長 / 荒槇市民生活部長 / 菅沼産業経済部長 / 落合都市整

備部長 / 中村教育部長 / 足立議会事務局長 / 柏崎危機管理監 

【関係各課】 

学校給食センター岩井所長 / 農業政策課秋山課長，片岡課長補佐 

 【事務局】  

渡辺副部長兼課長，富塚課長補佐，往古副主査 

内    容 

１ 市内の空間線量率について（環境対策課） 

２ 学校給食等の放射性物質検査等について（学校給食センター） 

３ 自家消費農産物の放射性物質検査について（農業政策課） 

４ 東京電力への損害賠償請求について（環境対策課） 

５ その他 

＜ 議   事 ＞ 

柏崎危機管理監 それでは，第27回放射線対策本部会議を開始いたします。この会議は，龍ケ崎市

放射線対策本部設置要綱に基づき開催するものです。 

１ページをお開きください。 

まず，市内の空間線量率について，環境対策課から説明願います。 

富塚課長補佐 空間線量率の測定につきましては，昨年２月１５日に開催しました放射線本部会議

において，測定箇所について縮小しても良い時期にきているのではないかとの意見

を受け，本部長である市長の了解のもと，今年度から測定箇所を縮小しております。

令和３年度は公園１１５箇所を含む１８３箇所でしたが，今年度は，補助事業で除染を

行なった３５施設と小学校１０校などを加えた４６施設としております。測定結果は，最

高値が０．１３マイクロシーベルト，最低値が０．０４マイクロシーベルト，平均値が 

０．０８マイクロシーベルトとなり，前年度と横ばいの状況です。 

なお，令和５年度以降の測定につきましても，今年度と同様に行いたいと考えてお

ります。 

以上です。 

柏崎危機管理監 ご意見等はございますか。 

ご意見がないようですので，次に進みます。 

２．学校給食等の放射性物質検査等についてと，３．自家消費農産物の放射性物

質検査について は関連がありますので，一括して説明願います。最初に，学校給

食センターから説明願います。 

岩井所長 資料３ページをご覧ください。 

学校給食センターでは，平成２３年８月から，給食食材及び学校給食の放射性物
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質検査を実施しています。 

 事故から１０年が経過し，その間，放射性物質は全て不検出又は基準値内であっ

たことから，今後も市場等を経由した食材から放射性物質が検出される可能性は極

めて低いものと考えられるため，令和３年度からは，調理後の学校給食１食分のみを

検査しています。 

令和５年度の対応についてです。令和４年１２月３１日までに実施した学校給食に

係る放射性物質の検査結果は，全て不検出又は基準値内でした。市内の保育所・

幼稚園等で実施していた給食に係る放射性物質検査は，令和３年３月をもって終了

していますが，その後，保護者等からの問い合わせ等は特にないと伺っています。 

また，学校給食に係る放射性物質検査について，県南地区の他市町村に確認し

たところ，既に過半数を超える自治体が検査を終了しています。 

これらのことから，当市の学校給食に係る放射性物質検査は，今年度をもって終

了したいと考えています。 

なお，この件につきましては，令和４年７月１２日に開催されました教育委員会の諮

問機関である龍ケ崎市学校給食センター運営委員会に諮問し，諮問に対して異議

がない旨の答申をいただいております。 

説明は以上です。 

柏崎危機管理監 続いて，３．自家消費農産物の放射性物質検査について，農業政策課から説明願

います。 

秋山課長 資料４ページをご覧ください。 

龍ケ崎市の検査実施状況についてです。 

東日本大震災以降，農産物の安心安全のため，放射性物質の検査を実施してき

ましたが，令和４年度までの検査件数の推移は減少傾向にあり,かつ市場等を経由し

た食材から国の基準超える放射性物質が検出される可能性は極めて低いものと考え

られ，安全性も確保されつつあります。農業政策課での検査結果においても不検出

又は国の基準値内に収まっています。 

なお，令和元年度からは，学校給食センターで一括して検査を実施する体制へと

移行し現在に至っています。 

次に，今後についてです。 

令和４年度までの検査数や検査結果状況を考慮し，今後も，国の基準値を超える

放射性物質が，市場等を経由した食材も含め，検出される可能性は極めて低いもの

と考えられることから，農畜産物に対する安全性も確保されつつあります。また，令和

４年７月に開催されました第１回龍ケ崎市学校給食センター運営委員会において，

学校給食の放射性物質検査を終了することが了承され，検査機器の貸与契約も終

了することを鑑み，農業政策課での自家消費農産物の放射性物質検査も終了した

いと考えています。 

以上です。 

柏崎危機管理監 ご意見ございますか。 

ないようですので，次に，４．東京電力への損害賠償請求について，環境対策課

から報告願います。 

富塚課長補佐 資料の６，７ページをご覧ください。 

令和４年６月議会に上程しました東京電力ホールディングスとの和解契約ですが，

これは，平成２３・２４年度分になりますが，令和４年６月２３日に和解契約を締結しま

した。請求額９２，５３７，２３０円の８．４％にあたる７，７８４，１００円が令和４年６月２９

日に本市に納入されております。 

次に，稲敷地方６市町村放射能対策協議会での協議内容についてです。 

東京電力への損害賠償請求及びＡＤＲ申立てについては，各市町村が個別に判

断して行うことなどを，昨年１０月２７日に開催しました協議会で確認をしております。 
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最後に，今後の対応についてです。 

学校給食の検査につきましても，今年度が最終となり，昨年度からその費用につ

いては震災復興特別交付税の対象から外れておりますので，その他の費用を含めて

東京電力に支払う意向があるかを確認し，ないようであれば，ＡＤＲの申立てを検討

したいと考えております。 

以上です。 

柏崎危機管理監 ご質問等があればお願いします。 

５．その他につきましてはこちらで用意しているものはありませんが，委員の皆様か

ら何かございますか。 

ないようですので，最後に，本部長かご指導をお願いいたします。 

萩原市長 事故から１０年以上が経過していますので，縮小できるところは縮小して進めてもら

えればと思います。 

柏崎危機管理監 それでは，以上を持ちまして第2７回放射線対策本部会議を終了いたします。 

要措置事項  

情報公開 

公  開 

 

部分公開 

 

非 公 開 

非公開（一部非公

開を含む）とする

理由 

（龍ケ崎市情報公開条例第９条 号該当） 

公開が可能となる

時（可能な範囲で

記入） 

令和  年  月  日 

 


